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こ
こ
が
、
ハ
方
式
を
理
解

す
る
う
え
で
最
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。
２
０
１
３

年
の
制
度
設
計
は
、
乗
合
代

理
店
に
な
っ
た
以
上
、
必
ず

顧
客
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
複

数
社
の
商
品
を
比
較
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
は
し
な
か

っ
た
。
第
11
回
会
合
（
２
０

１
３
年
３
月
１
日
）
に
金
融

庁
事
務
局
が
提
出
し
た
論
点

資
料
で
は
、
複
数
の
商
品
を

比
較
し
て
特
定
商
品
を
推
奨

す
る
場
合
の
規
律
に
加
え

て
、
比
較
推
奨
を
基
本
と
し

な
い
販
売
形
態
―
特
定
の
商

品
群
だ
け
を
提
示
し
、
そ
の

理
由
を
説
明
す
る
と
い
う
形

態
―
が
明
示
的
に
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
特
定
の
保
険
会
社
と
の

資
本
関
係
や
、
事
務
手
続
・

経
営
方
針
上
の
理
由
で
あ
っ

て
も
認
め
ら
れ
る
と
い
う
整

理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
後
の
ハ
方
式
に
つ
な
が
る

考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

当
時
の
制
度
は

二
つ
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
許

容
し
た
。
一
つ

は
、
顧
客
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た

う
え
で
複
数
商

品
を
比
較
し
、

絞
り
込
ん
で
推

奨
す
る
と
い
う

比
較
推
奨
型
。

も
う
一
つ
は
、

代
理
店
自
身
の

資
本
関
係
、
事

務
手
続
、
経
営

方
針
等
に
よ
っ

て
取
扱
商
品
を

絞
り
、
そ
の
理

由
を
顧
客
に
説

明
す
る
と
い
う

代
理
店
方
針
型
で
あ
る
。
こ

れ
は
制
度
上
の
偶
然
で
は
な

い
。
２
０
１
３
年
の
金
融
審

議
会
が
、
乗
合
代
理
店
を
あ

く
ま
で
「
保
険
会
社
側
の
代

理
店
」
と
位
置
付
け
て
い
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
一
定
の

合
理
性
が
あ
る
。
保
険
会
社

側
の
代
理
店
な
の
だ
か
ら
、

自
ら
の
経
営
方
針
等
に
よ
り

特
定
の
商
品
を
中
心
に
取
り

扱
う
こ
と
ま
で
一
律
に
禁
止

す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ

し
、
顧
客
に
「
あ
な
た
に
最

適
な
商
品
を
選
ん
で
い
る
」

と
誤
認
さ
せ
て
は
い
け
な

い
。
だ
か
ら
、
な
ぜ
そ
の
商

品
を
提
示
す
る
の
か
を
説
明

さ
せ
る
と
い
う
規
制
に
し
た

の
で
あ
る
。
比
較
推
奨
販
売

に
関
す
る
具
体
的
な
ル
ー
ル

（
イ
・
ロ
・
ハ
の
３
方
式
）

自
体
は
、
後
述
す
る
２
０
１

４
年
の
保
険
業
法
改
正
に
伴

う
施
行
規
則
改
正
に
よ
っ
て

導
入
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ

の
骨
格
を
な
す
考
え
方
は
、

既
に
２
０
１
３
年
の
審
議
段

階
で
示
さ
れ
て
い
た
。
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こ
の
点
は
、
現
在
か
ら
過

去
を
振
り
返
る
と
誤
解
し
や

す
い
。
２
０
２
５
年
５
月
14

日
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員

会
に
お
い
て
、
岡
田
悟
委
員

（
立
憲
民
主
党
）
は
、
比
較

推
奨
販
売
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
、
非
常
に
例
外
的
な
ル
ー

ル
と
し
て
設
け
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
広
く
大
手
の

乗
合
代
理
店
に
あ
る
種
悪
用

さ
れ
て
き
た
と
評
し
た
。
こ

れ
に
対
し
金
融
庁
の
伊
藤
豊

監
督
局
長
は
、
ハ
方
式
を
廃

止
す
れ
ば
顧
客
意
向
を
起
点

と
す
る
「
原
則
に
戻
る
」
こ

と
と
な
り
、
ま
ず
顧
客
が
保

険
契
約
に
お
い
て
何
を
重
視

す
る
か
を
確
認
し
た
う
え

で
、
商
品
を
絞
り
込
む
こ
と

に
な
る
旨
を
答
弁
し
て
い

る
。

　
こ
こ
で
整
理
を
一
段
慎
重

に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

２
０
２
５
年
の
国
会
審
議
で

は
、
質
問
者
か
ら
ハ
方
式
を

「
非
常
に
例
外
的
な
ル
ー

ル
」
と
評
価
す
る
指
摘
が
な

さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
金
融

庁
も
、
ハ
方
式
廃
止
後
の
顧

客
意
向
を
起
点
と
す
る
販
売

方
法
に
つ
い
て
「
原
則
に
戻

る
」
と
答
弁
し
た
。
も
っ
と

も
、
金
融
庁
が
ハ
方
式
に
つ

い
て
「
制
度
創
設
時
か
ら
例

外
措
置
で
あ
っ
た
」
と
説
明

し
た
も
の
で
は
な
い
。
両
者

を
混
同
し
な
い
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
制
度
創
設
時
（
２

０
１
３
年
）
の
金
融
審
議
会

資
料
を
確
認
す
る
限
り
、
ハ

方
式
の
原
型
を
「
時
限
措

置
」
「
暫
定
措
置
」
「
例
外

的
措
置
」
と
明
示
的
に
位
置

付
け
た
記
述
は
見
当
た
ら
な

い
。
む
し
ろ
、
第
11
回
会
合

の
資
料
は
、
比
較
推
奨
型
の

代
理
店
と
、
比
較
推
奨
を
基

本
と
し
な
い
代
理
店
の
双
方

を
、
対
等
な
選
択
肢
と
し
て

明
示
的
に
想
定
し
て
い
た
。

な
お
、
制
度
導
入
前
後
の
実

務
的
評
価
と
し
て
、
栗
山
泰

史
氏
は
後
の
ハ
方
式
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
「
実
務
に
即

し
た
あ
る
種
の
特
例
」
と
評

し
て
い
る
（
注
６
）
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
制
度
の
性
格
に

関
す
る
論
者
の
評
価
で
あ

り
、
制
度
創
設
時
の
金
融
審

議
会
が
当
該
方
式
を
時
限
的

・
暫
定
的
措
置
と
し
て
位
置

付
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る

の
が
正
確
だ
ろ
う
。
２
０
２

５
年
の
国
会
審
議
で
は
「
原

則
（
顧
客
意
向
起
点
）
に
戻

る
」
と
い
う
評
価
が
政
府
答

弁
と
し
て
示
さ
れ
た
一
方
、

こ
れ
は
２
０
１
３
年
当
初
か

ら
ハ
方
式
が
例
外
措
置
と
し

て
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

意
味
し
な
い
。
「
２
０
２
５

年
か
ら
見
た
評
価
」
と
「
２

０
１
３
年
の
制
度
創
設
時
の

事
実
」
を
混
同
し
な
い
こ
と

自
体
が
、
本
稿
の
分
析
上
の

要
点
の
一
つ
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
議
論
を
受
け
、

２
０
１
４
年
５
月
23
日
に
成

立
し
同
月
30
日
に
公
布
さ
れ

た
「
保
険
業
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
（
平
成
26

年
法
律
第
45
号
）
に
よ
り
、

募
集
規
制
の
大
き
な
転
換
が

行
わ
れ
た
。
同
法
の
募
集
規

制
に
関
す
る
部
分
は
２
０
１

６
年
５
月
29
日
に
施
行
さ
れ

た
。
保
険
業
法
２
９
４
条
の

２
に
よ
っ
て
、
保
険
募
集
人

に
は
顧
客
の
意
向
を
把
握

し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
提
案
を

行
う
義
務
（
意
向
把
握
・
確

認
義
務
）
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
２
９
４
条
の
３
で
は
、

募
集
人
自
身
に
募
集
業
務
を

適
切
に
行
う
た
め
の
体
制
整

備
義
務
が
課
さ
れ
た
。
比
較

推
奨
販
売
に
関
す
る
具
体
的

な
ル
ー
ル
（
保
険
業
法
施
行

規
則
第
２
２
７
条
の
２
第
３

項
第
４
号
イ
・
ロ
・
ハ
、
保

険
会
社
向
け
の
総
合
的
な
監

督
指
針
Ⅱ
―
４
―
２
―
９

（
５
）
）
は
、
こ
の
２
０
１

４
年
改
正
に
伴
う
施
行
規
則

改
正
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ

た
。
ロ
方
式
は
、
顧
客
の
意

向
に
沿
っ
て
商
品
を
選
別

し
、
そ
の
概
要
と
提
案
理
由

を
説
明
す
る
も
の
。
ハ
方
式

は
、
商
品
特
性
や
保
険
料
水

準
な
ど
の
客
観
的
基
準
に
よ

ら
ず
商
品
を
絞
り
込
み
・
提

示
す
る
場
合
に
、
そ
の
提
案

理
由
の
み
を
説
明
す
れ
ば
よ

い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
従
来
の

よ
う
に
保
険
会
社
が
代
理
店

を
管
理
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

仕
組
み
だ
け
で
は
な
く
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
大
規
模
な
乗
合
代
理
店

や
、
独
自
の
比
較
推
奨
プ
ロ

セ
ス
を
構
築
す
る
代
理
店
に

つ
い
て
は
、
自
ら
募
集
プ
ロ

セ
ス
を
管
理
す
る
責
任
が
あ

る
と
の
考
え
方
が
強
ま
っ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
段
階
で

も
ハ
方
式
は
残
っ
た
。
つ
ま

り
制
度
は
、
顧
客
意
向
に
沿

っ
た
提
案
義
務
と
、
代
理
店

自
身
の
経
営
方
針
等
に
よ
る

商
品
絞
込
み
を
、
一
定
の
説

明
の
下
で
併
存
さ
せ
て
い
た

の
で
あ
る
。
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こ
の
仕
組
み
が
大
き
く
揺

ら
い
だ
の
が
、
２
０
２
３
年

か
ら
２
０
２
４
年
に
か
け
て

で
あ
る
。
一
つ
は
、
保
険
業

界
で
相
次
い
だ
不
祥
事
で
あ

る
。
金
融
審
議
会
「
損
害
保

険
業
等
に
関
す
る
制
度
等
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
第

４
回
会
合
（
２
０
２
４
年
11

月
15
日
）
で
金
融
庁
事
務
局

は
、
従
来
制
度
に
つ
い
て
、

便
宜
供
与
の
実
績
等
の
理
由

に
よ
り
当
該
損
害
保
険
会
社

の
商
品
を
推
奨
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
い
た
と
し
て
も
、

顧
客
に
対
し
て
仮
に
推
奨
理

由
を
適
切
に
説
明
し
て
い
た

と
す
る
な
ら
ば
、
現
状
の
制

度
に
お
い
て
は
直
ち
に
法
令

に
違
反
す
る
も
の
で
は
な

い
、
と
説
明
し
て
い
る
。
こ

の
説
明
は
非
常
に
重
い
。
従

来
の
ハ
方
式
で
は
、
な
ぜ
Ａ

社
を
推
奨
す
る
の
か
に
つ
い

て
代
理
店
側
の
理
由
を
説
明

す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
「
代
理
店
側
の
理

由
」
の
中
に
、
保
険
会
社
か

ら
の
便
宜
供
与
、
本
業
支

援
、
各
種
の
経
済
的
利
益
、

そ
の
他
代
理
店
と
保
険
会
社

と
の
取
引
関
係
が
入
り
込
め

ば
、
顧
客
の
商
品
選
択
が
歪

め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
連
の
不
祥
事
に
よ
っ
て
、

こ
の
利
益
相
反
が
現
実
の
問

題
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
も

う
一
つ
が
、
金
融
サ
ー
ビ
ス

提
供
法
２
条
で
あ
る
。
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
利
用

環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
２
条
１
項
の
「
顧
客
等
の

最
善
の
利
益
を
勘
案
し
た
誠

実
公
正
義
務
」
は
、
令
和
５

年
法
律
第
79
号
（
２
０
２
３

年
11
月
20
日
成
立
、
同
月
29

日
公
布
）
に
よ
り
新
設
さ

れ
、
誠
実
公
正
義
務
に
係
る

規
定
は
２
０
２
４
年
11
月
１

日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
規

定
は
、
保
険
代
理
店
の
比
較

推
奨
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
源
流
は
、
資
産
運

用
・
金
融
商
品
販
売
を
中
心

と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た

「
顧
客
本
位
の
業
務
運
営
」

に
あ
る
。
そ
れ
を
金
融
事
業

者
全
般
に
横
断
的
な
法
的
義

務
と
し
て
位
置
付
け
た
結

果
、
保
険
募
集
人
に
も
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
ハ
方
式
の
歴
史
と
最

善
利
益
義
務
の
歴
史
は
、
も

と
も
と
は
別
の
流
れ
な
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
２
０
２
４

年
、
こ
の
二
つ
が
交
差
し

た
。
同
じ
第
４
回
Ｗ
Ｇ
（
２

０
２
４
年
11
月
15
日
）
で
金

融
庁
事
務
局
は
、
新
し
い
金

融
サ
ー
ビ
ス
提
供
法
が
施
行

さ
れ
、
保
険
募
集
人
を
含
む

金
融
事
業
者
に
顧
客
の
最
善

利
益
を
勘
案
す
る
義
務
が
課

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
保

険
会
社
に
よ
る
便
宜
供
与
の

実
績
に
応
じ
て
商
品
を
推
奨

す
る
こ
と
は
、
顧
客
の
最
善

の
利
益
に
資
す
る
対
応
と
は

な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
問
題
意
識
を
明
確

に
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

２
０
１
３
年
に
成
立
し
た
制

度
上
の
均
衡
が
崩
れ
始
め

た
。

�

（
つ
づ
く
）

ハ
方
式
は
な
ぜ
生
ま
れ
、な
ぜ
消
え
る
の
か

―
比
較
推
奨
規
制
に
み
る
保
険
代
理
店
の
法
的
地
位
と
行
為
規
範
の
緊
張
―

Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
㈱
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
保
険
代
理
店
経
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